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高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」  令和７年度(2025 年度) 

 

道立高校等の生徒の道内大学への派遣・交流事業（北星学園大学会場） 

 

１.目的 

道立高校等の生徒を道内大学に派遣し、同大学の留学生との英語による交流や、大学の講義 

受講、研究室訪問等を通して、英語によるコミュニケーション力の向上を図るとともに、国際的

な視野を育み、海外と積極的に交流しようとする意欲の向上を図る。 

  

２.主催 

北海道教育委員会、北星学園大学 

 

３.実施時期 

令和７年(2025 年)７月７日（月) 

 

４.実施場所 

北星学園大学 

 

５.参加者 

全道の道立高校 18 校、30 名（１年次１名、２年次 12 名、３年次 17 名）が参加 

 

６.日程 

時  間 内    容 

9:00-9:10 開会式・オリエンテーション 

9:10-10:50 

【講義・ワークショップ】 

「Create for Someone Else: A Global Team Challenge 

（他者のためにデザインする：グローバルチームチャレンジ）」 

〈北星学園大学英文学科 ロバート・トムソン准教授、北星学園大学留学生８名〉 

11:00-11:50 
留学生との文化交流 

〈北海道伊達開来高等学校 太田和樹教諭、北星学園大学留学生８名〉 

11:50-12:00 留学生との写真撮影 

12:00-13:00 留学生との昼食 

13:00-14:00 
大学生と考える留学・海外渡航 

〈北星学園大学学生８名〉 

14:10-15:40 

【ワークショップ】 

「ケースに学ぶ異文化理解・コミュニケーション」 

〈北海道伊達開来高等学校 太田和樹教諭〉 

15:40-16:00 リフレクション・閉会式 
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 事業の様子 

 北星学園大学で初開催となった「Hokkaido Study Abroad Program」。この日の札幌の天候は

晴れ、朝から暑い日となりましたが、学習環境が整った会場教室において、30名の参加者たちは

多少の緊張感の中で開会式を迎えることができました。 

 

【講義・ワークショップ】「Create for Someone Else: A Global Team Challenge 

（他者のためにデザインする：グローバルチームチャレンジ）」 

北星学園大学英文学科 ロバート・トムソン 准教授を講師として、英語による探究的な講義

とワークショップが行われました。「お互いのことを知り、相手が本当に必要としているものを

考え、それを形にしていく」ための活動として、参加者は、各グループに参加した計８名の留学

生と英語でコミュニケ－ションを図り、留学生へ財布を作成しました。参加者からは、「その人

の考え方や何を求めているのか、何を大切にしているかに着目して考えることができた。」や、

「互いの考えや価値観を理解しようとする気持ち、相手が求めていることを相手の立場から想像、

推測、または察知する力がとても大切だと感じた。」というコメントが寄せられました。 

 

【留学生との文化交流】 

北海道伊達開来高等学校 太田 和樹 教諭を講師として、留学生との交流活動を行いました。

参加者は、自身や自分の住む町について、事前に準備してきたスライドを活用するなどして、留

学生に英語で説明しました。参加者からは、「改めて英語は楽しいと思った。また、言語の壁が

あっても、自分から積極的に話すことでより仲良くなれると思った。」などの感想がありました。 
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【昼食】 

留学生と記念写真を撮影した後、留学生を交えてランチをしました。参加者は、留学生から「留

学の魅力」や、「日本文化の素晴らしさ」に関する話を聞き、改めて海外の人たちと積極的に交

流したいという意欲を高めました。留学生の皆さん、お忙しい中、参加者のために時間を割いて

いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大学生と考える留学・海外渡航】 

北星学園大学の８名の学生が主体となり、自らの留学体験を通して学んだことを参加者に紹介

しました。「大学では、留学は身近にある」や、「ちょっとの興味でも、第一歩は踏み出せる」、

「『海外×興味のある分野』で、『自分だけの留学』を作ろう！」など、大学生から熱いメッセ

ージが伝えられました。参加者からは、「大学生は、自分の考えなどをもっていて、とてもかっ

こよかった。英語を学ぶことがゴールになってしまっていたので、これからたくさん学び、経験

して、英語を使って何がしたいかを見つけたい。」などの感想がありました。 

 

 

【ワークショップ】「ケースに学ぶ異文化理解・コミュニケーション」 

北海道伊達開来高等学校 太田 和樹 教諭を講師として、留学時の適切なコミュニケーショ

ンについて学びました。参加者は３人グループで、海外で直面する「場面」を設定し、そこで繰

り広げられる英語によるやり取りを演じる「ロールプレイ」活動を行い、最後は、会場全体に発

表しました。参加者からは、「英語で話して間違えを恐れることはやめようと思った。」や、「ど

うしたら伝わりやすいかなどを考えることが面白かった。」といった感想がありました。 
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【閉会式】 

閉会式では、参加者代表から感想が述べられた後、北海道教育委員会から参加者へ修了証を贈

呈しました。最後に、北星学園大学国際教育センター 片岡 徹 センター長から、「人との出

会いにより、自分の枠を広げよう。他者がもたらす新たな枠による自分の枠の広がりは、皆さん

をワクワクさせるでしょう。」という英語によるメッセージをいただきました。 
 

 

閉会式を終えたとき、参加者の顔からは、英語によるプログラムをやり遂げた自信と、将来留

学して、自分を大きく成長させたいという強い気持ちが感じられました。この先、自分の将来を

考える際、本プログラムで体験したことや学んだことが生かされることを期待しています。 

 

 

【参加者からの感想（一部抜粋）】 

 

○ 「退屈だ、早く終わらないかな」と１秒も思うことなく、あっという間に時間が過ぎた。 

○ 自分の志望校でイベントが開催されたため、入学するためにもっと真剣に勉強しようという

目的やゴールが明確になった。 

○ 自分よりも年上の留学生と話す経験が初めてだったので、新鮮で楽しかった。 

○ 学食の冷やし坦々麺が美味しかった。 

○ 留学してみたいという気持ちがより強くなった。 

○ 私は人見知りをしてしまうタイプなので、英語で会話するということもあり、上手くコミュ

ニケーションを取れなかった場面もあったが、皆さんがたくさん話しかけてくれて、緊張を解

いてもらい、楽しく過ごすことができた。 

○ このような機会があれば、また参加したい。 

○ 留学という新たな視野を得ることができたので、とてもいい時間だった。 

参加者の皆さん、 

大変お疲れ様でした！ 
令和７年度(2025 年度) 

高大連携による 

Hokkaido Study Abroad Program 

（北星学園大学会場） 


